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（久しぶり）
　「どうして精神科の先生になったのですか」。
今年，久しぶりにある初対面の人からこの質問を
された。この一年で最も印象に残ったエピソード
の一つだ。今年はこの質問について少し考えてみ
たい。
　ちなみになぜそんなに印象に残ったかというこ
とにふれておく。それはまず，この質問をされた
のがかなり久しぶりだったからだ。まあ自分もあ
まりそういうことを訊かれない年齢になったのだ
なあ，と感じた。だが理由はそれだけではない。
もう一つこの質問が印象に残った理由は，この質
問をされたときの状況にある。
（帰り際）
　あるほぼ初対面の看護職の方と会う機会があっ
た。話しが終わりその別れ際，「それではまたよ
ろしくお願いします」とお別れの挨拶が終わった
その直後に，「ところで先生はどうして精神科の
先生になったのですか」と，まさに人生の命題と
もいえるこの質問が，私に投げかけられた。さす
がの私も少し驚いた。私のように，「いや一，興
味があったからですよ」と軽くかわせたからよか
ったものの，もしこれが，「父がアル中で，妹が
リストカットしていて，それで精神科になりまし
た」などと重い話しになってしまったら，誰が責
任とってくれるのだろうか。そもそもこの質問を
帰り際にするということはどんな答えを期待して
いるのだろうか。逆の立場だったらどうなんだ。
「それでは失礼ます。ところであなたはどうして
看護師になったのですか」と即く人が存在するの
か。きっと「精神科」だからなされた質問なのだ
ろう。この質問をされたときのこの状況が，私に
この質問について考える機会を与えてくれた。
（秘密）
　私はこれまでたくさんいろいろな人に「なぜ精
神科になったのか」と訊かれてきた。「またその
質問ですか，みんな同じ事を訊くんですよねえ」
とは決して言わず，常に誠意をもって答えてきた。
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どうやって答えてきたかというと，ある時は「脳
に興味があったからだよ」，ある時は「内科は難
しいし外科は手術が大変そうだし・・」，そして
またある時は「本当の幸せは心にあるんだ」など
である。他にもいろいろバリエーションはあるが
これ以上はここではいえない。
（精神科は難しい）
　ある人にその人の職業についた訳を尋ねる理由
はだいたい二つに分けられる。
「どうしてそんなにすてきな職業についたのです
か」という意味合いで訊く場合と，「なぜそんな
だれもやりたくないようなよくわからないような
仕事に就こうと思ったのかちょっと訊いてみた
い，たぶんあんたも変わっているんだうけどね」
というような意味合いの場合だ。ではなぜ多くの
人は「どうして精神科になったのか」と訊きたく
なるのだろうか。私自身も理屈ではさておいても
心情的には容易に理解できる。思い返すと私も医
学生の頃，精神科の先生を廊下でみかけた時，な
ぜ精神科を選んだのか訊きたくて仕方がなかっ
た。
　時々「精神科は難しい」という声も聞くが，逆
にいうと「精神科はどうもあやしくてうさんくさ
い」ともいえる。ましてや精神科の医者はどっち
が患者かわからないくらいの人が多いという人も
いる。精神科医自体が変わってるかもしれないの
だから，「どうして精神科医になろうと思ったの
か」と尋ねると何かおもしろい答えでも返ってく
れば会話はちょっとはずむかもしれない。
（増えているうつ病患者）
　話しは少し変わるが，最近よくマスコミなどで
も取り上げられるが，うつ病患者は増加している
とのことだ。なるほど厚生労働省が発表する統計
では，確かにここ10年でうっ病患者は大幅に増加
している。事実，当科の外来患者のなかでも「う
つ」のひとは年々増加している。現代はストレス
社会，自殺も多いしうつ病も増えているし，「う
つ病は心の風邪です。うつ病は早期発見早期治療
寄鐸の耽と，展望
が大切ですので早めにお医者さんにかかりましょ
う」というのが定番だ。しかし本当にそれでいい
のか。私も精神科医のはしくれなので，少しひね
って考えてみたい。
　厚生労働省がいう「うつ病患者数」が増えてい
ることは，正確にいうと，病院を受診する人が増
えて，なおかつその中でも「うっ病」と診断され
ている人が増えているという意味である。つまり，
「うっ病」と診断されている人たちは本当にうつ
病なのか，という疑問も沸いてくるのである。
（おだてられた精神科医）
　近年はなにかというとすぐストレスだのメンタ
ルヘルスだのと，こころの健康が取り上げられる
時代になった。職場では，落ち込んでる人がいた
ら精神科の受診を勧めるように管理職が研修を受
けているらしい。そのためか「仕事や対人関係の
ストレスで気分が落ち込みました」と受診する人
たちが増えている印象を受ける。一方，いままで
どちらかというと病院の隅にいた精神科医は，こ
ころの問題が重要視されるようになって「こころ
の専門家がいてくれて本当に助かりました」など
とおだてられるようになった。もともと精神科医
療がうさんくさいところにきて，やっと俺の出番
が回ってきたかとおだてられて気をよくしている
精神科医は，人間関係で悩んで落ち込んでいる人
がいたら，「あなたはうつ病です，薬と休養でよ
くなります」と診断してしまうことも少なくない
ようである。
　そんな精神科医に，「どうして精神科になった
のですか」と訊いたらその精神科医はどのように
答えるのか，興味がないといえば嘘になる。
　（愚問）
　最近みた映画で，とても参考になる台詞があっ
た。ある中年のおかまの人がいったこんな台詞だ。
「わからないことがあったら何でもわたしに訊い
てちょうだい，わたしが答えられることならどん
な質問でも答えてあげるから。
ただし，”どうしてわたしがおかまになったのか”
なんていう愚問はだめよ」
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